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 甘味受容体とうま味受容体を構成する T1r タンパク質は、各種化学物質 (糖やアミノ酸、核酸、化学

調味料など)、イオン、呈味タンパク質をはじめとする高分子化合物など、多様な分子と細胞外領域にお

いて相互作用し、味覚応答を誘起する。甘味を呈するタンパク質モネリンは、西アフリカ原産の植物の

果実より単離・同定された。T1r が脊椎動物以上の生物種で保存されている一方で、モネリンはヒトお

よび一部の旧世界ザルといった霊長類に対し甘味を呈し、他の哺乳動物には甘味を感知させない。すな

わちモネリンの生物種特異性は極めて高いことが示唆される。そこで、モネリンを進化分子工学の手法

で改変することにより、生物種特異性の拡張や T1r 機能制御に資するモネリン変異体を作製することを

計画した。その足掛かりとして、モネリン変異体のファージディスプレイライブラリーより、モデル標

的タンパク質に結合するモネリン変異体を選別した。そして、標的タンパク質とモネリン変異体の相互

作用解析を表面プラズモン共鳴法にて実施し、任意の標的タンパク質に対して親和性を示すモネリンの

作製が可能か否かを検証した。 

 まず表面プラズモン共鳴測定の各種測定条件について検討を行い、His タグを介してモネリン変異体

を Ni-NTA 表面に固定化する相互作用測定系を確立した。取得したデータから解離定数を見積もったと

ころ、最も親和性が高いケースで約 1 µM であった。得られた結果から、T1r を含む種々のタンパク質に

結合するモネリン変異体の作製が可能であることが示唆された。 

 

 

 

 

 


